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平
成　

年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が　

月
１
日
に
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
議

１７

１２

会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

１７

３４

　

議
案
等
の
内
訳
は
予
算
６
件
、
条
例
６
件
、
契
約
４
件
、
損
害
賠
償
１

件
、
市
道
路
線
認
定
１
件
、
そ
の
他　

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
は
今
月

１６

　

日
ま
で
で
す
。

２２

要
事
項
を
定
め
る
「
町
田
市
の
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
」

○
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
契
約
の
種
類
を
定
め
る

「
町
田
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
」

○
印
鑑
登
録
票
を
磁
気
デ
ィ
ス
ク
で
調

製
す
る
「
町
田
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
南
つ
く
し
野
小
学
校
区
内
に
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
、
施
設
名
称
を
加
え
る
「
町
田
市

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
２
０
０
６
年
４
月
か
ら
開
設
予
定
の

小
野
路
球
場
、
小
野
路
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

相
原
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
木
曽
山
崎

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
４
施
設
を
加
え
る
「
町

田
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
な
ど
で
す
。

月
議
会
が
開
会

　

月
議
会
が
開
会 
〜〜
会
期
は

日
ま
で
〜

会
期
は　

日
ま
で
〜

１２１２

２２２２

補
正
予
算
な
ど

補
正
予
算
な
ど　

議
案
を
提
案

議
案
を
提
案

3434

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計　

億
１６

１
９
８
５
万
３
千
円
、
特
別
会
計　

億
１７

９
９
７
７
万
４
千
円
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
合
計
で
、　

億
１
９
６
２
万

３４

７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
９
億
３
６
８
４
万
２

千
円
、
市
税
９
億
円
、
国
庫
支
出
金
１

億
９
７
４
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
く
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
土
木
費

　

億
３
６
７
８
万
７
千
円
、
民
生
費
７

１０億
６
６
６
０
万
３
千
円
、
衛
生
費
３
４

７
４
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
１
５
５
億

５
７
７
４
万
２
千
円
、
特
別
会
計
（
企

業
会
計
含
む
）
１
０
９
８
億
３
６
４
１

万
１
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
２
５
３
億
９
４
１
５
万
３
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
、
歳

入
で
は
市
税
６
３
０
億
４
６
５
０
万
６

千
円
（
構
成
比　

・
６
％
）
、
国
庫
支

５４

出
金
１
３
６
億
１
８
７
５
万
５
千
円

（
同　

・
８
％
）
、
都
支
出
金　

億
２

１１

９５

３
６
６
万
３
千
円
（
同
８
・
２
％
）
、

繰
入
金　

億
２
４
８
８
万
８
千
円
（
同

５８

５
・
０
％
）
、
市
債　

億　

万
円
（
同

４４

１０

３
・
８
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
４
０
６
億
９
８

０
５
万
８
千
円
（
構
成
比　

・
２

３５

％
）
、
土
木
費
１
７
７
億
７
８
６
３
万

５
千
円
（
同　

・
４
％
）
、
教
育
費
１

１５

５
４
億
４
１
２
６
万
６
千
円
（
同　

・
１３

４
％
）
、
総
務
費
１
３
９
億
７
３
６
６

万
４
千
円
（
同　

・
１
％
）
、
衛
生
費

１２

１
２
７
億
２
３
９
８
万
９
千
円
（
同　
１１

・
０
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

【
総
務
費
】

　

備
品
購
入
費
（
１
０
１
２
万
円
）
、

シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
（
３
９
６
１
万

円
）

【
民
生
費
】

　

花
の
家
施
設
改
修
工
事
費
（
９
１
０

万
円
）
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
繰

出
金
（
４
億
円
）

【
衛
生
費
】

　

図
師
緑
地
、
忠
生
・
図
師
緑
地
購
入

費
（
１
億
３
８
１
９
万
円
）
、
指
定
収

集
袋
作
成
配
付
委
託
料
（
７
７
５
１
万

円
）

【
土
木
費
】

　

駐
車
場
事
業
会
計
繰
出
金
（
９
億
６

０
３
１
万
円
）
、
（
仮
称
）
三
輪
自
然

公
園
、
（
仮
称
）
滝
の
沢
源
流
公
園
用

地
購
入
費
（
６
５
０
９
万
円
）

【
教
育
費
】

　

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
机
・
椅
子
等
購
入
消

耗
品
費
（
２
４
４
６
万
円
）
、
学
級
増

に
伴
う
教
室
整
備
工
事
費
（
３
３
５
０

万
円
）

補
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予

算

案

厚
木
飛
行
場
の
住
宅
防
音
工
事
助
成

厚
木
飛
行
場
の
住
宅
防
音
工
事
助
成�

対
象
区
域
見
直
し
に
伴
う

対
象
区
域
見
直
し
に
伴
う�
厚
木
飛
行
場
の
住
宅
防
音
工
事
助
成�

対
象
区
域
見
直
し
に
伴
う�

新
た
な
区
域
案
が
示
さ
れ
ま
し
た

新
た
な
区
域
案
が
示
さ
れ
ま
し
た�

新
た
な
区
域
案
が
示
さ
れ
ま
し
た�

TOKYOTOKYO交通安全交通安全�
キャンペーンキャンペーン�
TOKYOTOKYO交通安全交通安全�
キャンペーンキャンペーン�
TOKYO交通安全�
キャンペーン�

平成平成17年�平成平成17年�平成17年�

12月１日～７日�

○
任
期
付
法
に
基
づ
く
任
期
を
定
め
た

採
用
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
任
期
付
職

員
の
要
件
及
び
採
用
方
法
に
つ
い
て
必

条

例

案
　
　

月　

日
に
厚
木
飛
行
場
周
辺
の
新

１１

２２

た
な
住
宅
防
音
工
事
助
成
対
象
区
域
案

が
国
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
域
案
は
、
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」
及
び
企
画
調
整
課
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

　

町
田
市
を
含
む
基
地
周
辺
自
治
体
に

は
、
厚
木
飛
行
場
の
航
空
機
離
着
陸
訓

練
に
よ
る
騒
音
に
対
し
て
、
年
間
６
０

０
０
件
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
地
で
は　

デ
シ
ベ
ル

 

を
超
え
る
騒
音

９０

が
２
０
０
０
回
も
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た

「
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
環
境
整
備
の

在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
で
は
、
区

域
見
直
し
が
提
言
さ
れ
、
住
宅
防
音
工

事
助
成
対
象
区
域
を
見
直
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
国
は
、
２
０
０
３
年
度
及

び
２
０
０
４
年
度
に
騒
音
度
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
新
た
な
区

域
案
を
示
し
ま
し
た
。

　

区
域
案
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
東
京

都
知
事
に
対
し
意
見
照
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
区
域
案
に
対
す
る
町

田
市
と
し
て
の
意
見
は
、
東
京
都
へ
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

東
京
都
は
、
町
田
市
の
意
見
を
踏
ま

え
、
今
月　

日
ま
で
に
国
へ
意
見
書
を

２１

提
出
し
ま
す
。
国
は
、
東
京
都
か
ら
の

意
見
提
出
を
受
け
、
区
域
を
決
定
し
、

告
示
し
ま
す
。

　

町
田
市
と
し
て
は
、
示
さ
れ
た
区
域

案
に
対
し
て
次
の
意
見
を
提
出
す
る
予

定
で
す
。

①
区
域
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
自
治

会
の
単
位
、
一
体
開
発
さ
れ
た
区
域
、

狭
い
路
地
を
は
さ
ん
だ
一
体
感
の
あ
る

区
域
等
に
配
慮
し
、
街
並
み
を
分
断
し

な
い
な
ど
、
き
め
細
か
な
配
慮
を
す
る

こ
と
。

②
現
行
の
基
準
で
あ
る　

Ｗ
（
※
）
の

７５

区
域
に
お
け
る
防
音
対
策
に
引
き
続

き
、
「
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基

準
」
を
遵
守
し
た　

Ｗ
に
向
け
た
防
音

７０

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

※
Ｗ
＝
「
う
る
さ
さ
」
を
表
す
単
位
の

こ
と
。

③
告
示
後
、
工
事
優
先
順
位
な
ど
、
地

元
住
民
に
具
体
的
な
説
明
を
行
う
こ

と
。

④
助
成
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
に
わ
た

り
騒
音
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
考

慮
し
、
従
来
の
予
算
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

町
田
市
の
考
え
に
対
す
る
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
、　

月
８
日
（
木
）
ま

１２

で
に
、
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
送
付
し
て
下

さ
い
。
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な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し

て
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
今
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
交
通
事
故

と
渋
滞
の
な
い
東
京
」
を
目
指
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
意
識
の

普
及
・
徹
底
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
と
と
も
に
、
市
民
自
身
に

よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

年
末
期
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
及
び

渋
滞
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

【

推

進

重

点

】

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

《
家
庭
で
は
》

○
昼
間
で
も
明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装

に
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
夕
暮
れ
時

・
夜
間
は
必
ず
反
射
材
を
身
に
付
け

て
外
出
す
る
よ
う
家
族
ぐ
る
み
で
習

慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
に
は
、
信
号
を
守
る
こ
と
や

横
断
歩
道
を
渡
る
な
ど
の
交
通
ル
ー

ル
を
家
族
で
確
認
し
合
う
習
慣
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

《
運
転
者
は
》

○
高
齢
の
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
を

見
か
け
た
ら
、
減
速
・
徐
行
・
一
時

停
止
す
る
な
ど
、
「
高
齢
者
へ
の
思

い
や
り
」
を
持
っ
た
運
転
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
は
、
自
己
の
身
体
・
運
動
能

力
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
慎
重
な
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

《
家
庭
で
は
》

○
普
段
か
ら
命
の
大
切
さ
や
社
会
的
責

任
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
二
輪
車
を

運
転
し
て
外
出
す
る
時
に
は
、
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追
い
越

し
を
し
な
い
な
ど
、
家
族
が
一
声
か

け
、
注
意
を
喚
起
し
ま
し
ょ
う
。

《
運
転
者
は
》

○
事
故
の
運
転
技
量
や
二
輪
車
の
性
能

を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
カ
ー
ブ
や

交
差
点
の
手
前
で
は
十
分
に
速
度
を

落
と
す
な
ど
、
安
全
運
転
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

○
二
輪
車
を
運
転
す
る
際
は
、
プ
ロ
テ

ク
タ
ー
を
着
用
し
て
身
体
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

③
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

《
家
庭
で
は
》

○
違
法
駐
車
の
危
険
・
迷
惑
性
や
都
市

環
境
へ
の
悪
影
響
等
に
つ
い
て
、
日

頃
か
ら
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

○
車
で
外
出
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
目
的
地
の
駐
車
場
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

《
運
転
者
は
》

○
違
法
駐
車
が
交
通
の
安
全
を
阻
害

し
、
交
通
渋
滞
・
公
害
の
発
生
源
と

な
る
な
ど
都
市
交
通
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ

う
。

○
短
時
間
で
も
必
ず
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー

タ
ー
や
駐
車
場
を
利
用
し
、
違
法
駐

車
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□問
 

町
田
市
交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１

１
３
６
、
町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０

１
１
０

違法駐車はやめましょう

カーブや交差点では
十分に速度を落としましょう

横断歩道を渡りましょう

■
区
域
見
直
し
の
経
緯

■
区
域
指
定
ま
で
の
流
れ

■
区
域
案
に
対
す
る
町
田
市
の
考
え

■
町
田
市
の
考
え
に
対
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す

本
日
の
広
報
紙
に
は　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
部
「
ご
み
の
資
源
化
特
集
号
」
が

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

企
画
調
整
課
11
７
２
４
・
２
１
０
３


